




































                       
　
以上『平家物語』「忠度都落」の概略を述べた。高校の国語教





























































































































































































































































































































































「思ひを馳せ」る。物語の「俊成卿いとど名残惜し おぼえて涙を抑えてぞ入りたまふ」は、 後会」 望みの空 い を嚙みしめつつ、別れの涙を流しているのであり、朝綱 詩序 後聯が描く詩情と重なる。　
この別れの場面は、よく知られた朝綱の詩序の摘句を活かして







































































































































「恨賦」は、引用の冒頭で如何ともしがたいと慨嘆するので、以下はその内容ということになる。すなわち、春草が終わるや秋風が吹き、秋風が止むと春草が生え と、自然が季節の推移にしたがって巡り 「池館」「丘壟」 荒廃したままであるのとは異なる様子を描く。ここでは、季節は循環しており、その時になれば確かに風物が現れるのに対して 人の作ったものはもとに戻らいと述べて、「恨」を際だたせている。庾肩吾の詩は、長安にあった宮殿「建章」の旧跡を眺め 、 夏蓮 はまだ植えられて
― 8 ―
いることと対比して悲しみをおぼえている。庾信は、ある地の荒廃した様子を眼前に 、ここでは華やかな歌舞を繰り広げていたのにと慨嘆し、今ある木と花は、かつて金谷苑に生え、洛陽城に満ちていたのだと言う。花と木は昔と変わらず生きているというの 、時間の推移の中では人の営み 常ならずと、悲しみをおぼえている。元行恭の詩は、荒れはてた邸に立ち寄った時の嘆きを、林に降り注ぐ月の光、吹いてくる春風など、変わらぬ自然との対比や、今もなお二株 桐がこ に在 と詠じる 強調している。太宗皇帝 詩は、旧宅を訪れたところ、庭園 荒れて園内の路は途切れ、階は傾いて古い苔が生えていた、ま 、池に湛えていた水 涸れてしまったが 昔から 樹には今も花が咲いているとある。かつて住んだ家は荒廃したも 、かつて目花は確かにここに咲い いたのである。こ 詩には 懐旧・悲嘆を強く訴える様子はな 。「旧宅」を辞し 今では「四海」つまり天下を「家」としていると、天下を治める皇帝としての自負がうかがえる。前三例 は趣を異にする。とは言え、人の営み 無常と自然の変わらぬ運行 の相違は明らかに意識して る。　
荒都に立ち寄った時の人麻呂は、このような詩賦を踏まえてそ












































































































































































































































































































































11 ）この句は、詠作事情―亡き知己 家宅訪問―の 致と語句の類似―「
林△
園
失
レ主
寂△
寥
時。
落△○
花不
レ語△
空辞
レ樹」―からし
て、先に引いた白詩にもとづくと言えよう。
（
12 ）上條彰次校注『千載和歌集』（和泉古典叢書）は、「自然
の永遠相に触れて人事のはかなさを思う歌で、その逆ではないだろう」と、的確な理解を示している。
